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議
案
第
74
号　

南
相
馬
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

国
保
の
中
で
繰
越
し
が

出
た
時
は
、
基
金
に
積
む
の
が
望

ま
し
い
。
一
方
で
市
民
は
税
を
上

げ
な
い
で
欲
し
い
と
思
う
の
が
当

然
だ
と
考
え
る
が
。

答　

弁　

基
金
の
考
え
方
は
、
従

来
ど
お
り
国
保
会
計
の
安
定
し
た

運
営
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
急

激
な
国
保
税
ア
ッ
プ
の
軽
減
や
流

行
性
感
冒
等
の
発
生
時
に
備
え
て

療
養
給
付
費
の
５
％
相
当
額
は
常

に
準
備
し
て
お
き
た
い
、
又
国
県

の
指
導
も
あ
る
。

質　

疑　

予
備
費
の
考
え
方
は
。

答　

弁　

極
力
、
市
民
の
負
担
を

抑
え
な
が
ら
、
基
本
的
な
線
を
崩

さ
な
い
考
え
方
で
実
施
し
て
い
る
。

又
、
今
回
の
予
算
編
成
で
は
基
金

を
全
部
取
り
崩
し
て
保
険
料
を
上

げ
な
い
事
も
考
え
た
が
、
医
療
分

の
上
が
り
部
分
だ
け
を
保
険
料
で

納
め
て
い
た
だ
く
形
で
編
成
し

た
。

質　

疑　

税
の
滞
納
を
ど
う
対
処

す
る
の
か
。
又
、
収
納
率
を
上
げ

る
施
策
は
。

答　

弁　

対
策
と
し
て
は
、
滞
納

処
分
を
強
化
す
る
し
か
な
い
。
昨

年
は
、
300
件
ほ
ど
行
っ
た
経
過
が

あ
る
。
又
、
歳
出
を
抑
制
す
る
事

が
大
事
と
考
え
る
の
で
、
疾
病
予

防
対
策
等
の
予
防
医
療
や
、
保
健

事
業
等
を
具
体
的
に
推
進
し
、
さ

ら
に
後
発
医
薬
品
に
つ
い
て
も
考

え
、歳
出
削
減
に
努
め
た
い
。
尚
、

20
年
度
は
県
内
13
市
中
５
番
目
の

収
納
率
で
あ
っ
た
。

質　

疑　

譲
渡
所
得
の
関
係
で
、

田
畑
の
売
却
等
の
事
情
を
勘
案
し

た
特
別
減
免
の
措
置
は
あ
る
か
。

答　

弁　
（
税
法
の
中
で
の
）
減

免
の
措
置
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

国
保
の
制
度
上
、
収
入
が
な
く
て

も
課
税
さ
れ
る
が
、
所
得
の
少
な

い
人
で
も
支
払
っ
て
い
る
人
は
多

勢
い
る
。
支
払
い
が
困
難
な
人
た

ち
に
つ
い
て
は
い
ち
早
く
、
税
の

執
行
停
止
を
し
、
同
じ
状
態
が
続

け
ば
、
不
納
欠
損
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

反
対
討
論　

担
当
の
市
民
課
、
税

務
課
の
努
力
や
市
民
の
負
担
増
を

極
力
避
け
た
い
姿
勢
は
評
価
す
る

が
、
所
得
が
全
体
と
し
て
低
い
国

保
加
入
者
の
中
で
重
い
税
負
担
に

な
っ
て
い
る
。
昨
今
の
経
済
状
況

を
考
え
、
今
回
基
金
を
全
額
取
り

◦ 

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会  

◦◦

崩
せ
ば
保
険
料
の
引
き
上
げ
を
避

け
る
こ
と
が
で
き
る
試
算
も
あ

る
。
3.4
％
と
い
え
ど
も
国
保
税
を

上
げ
る
べ
き
で
な
い
の
で
反
対
す

る
。

賛
成
討
論　

根
本
的
に
は
、
保
健

事
業
の
充
実
や
安
定
化
が
求
め
ら

れ
る
。
又
、
年
々
被
保
険
者
の
負

担
増
に
な
っ
て
い
る
が
、
基
金
に

つ
い
て
は
療
養
給
付
金
の
５
％
を

積
み
立
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
国
の
指
導
も
あ
り
、
裏
側
に

は
不
測
の
事
態
の
備
え
も
必
要
だ

ろ
う
と
思
う
。
市
と
し
て
も
総
合

的
に
判
断
し
、
一
般
会
計
の
繰
り

入
れ
を
現
時
点
で
は
措
置
し
な
い

考
え
で
あ
る
。
た
だ
制
度
そ
の
も

の
が
限
界
に
来
て
い
る
と
思
う
の

で
、
国
保
の
み
な
ら
ず
社
会
保
障

全
般
に
わ
た
っ
て
見
直
し
改
善
が

迫
ら
れ
て
い
る
事
を
踏
ま
え
て
、

今
後
国
県
へ
働
き
か
け
検
討
す
べ

き
と
の
意
見
を
付
し
て
賛
成
す

る
。

採
決
の
結
果
、
本
案
は
原
案
の
と

お
り
可
決
。

議
案
75
号　

南
相
馬
市
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

出
産
一
時
金
の
引
き
上

げ
に
つ
い
て
は
短
期
間
で
終
わ
ら

せ
る
べ
き
で
な
い
と
思
う
が
。

答　

弁　

今
回
の
措
置
に
つ
い
て

は
、
妊
産
婦
の
経
済
的
負
担
軽
減

か
ら
も
非
常
に
良
い
が
、
財
源
に

つ
い
て
は
国
保
の
一
部
負
担
が
裏

に
あ
り
、
23
年
度
の
終
了
時
点
に

お
い
て
国
の
動
向
、
又
、
国
保
会

計
上
の
問
題
、
さ
ら
に
少
子
化
対

策
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
判
断
が

必
要
で
あ
る
。

質　

疑　

出
産
に
か
か
る
費
用
の

支
払
い
方
法
は
。

答　

弁　

平
成
20
年
度
か
ら
受
取

代
理
制
度
を
行
っ
て
い
る
。
お
産

す
る
医
療
機
関
が
分
か
っ
た
時
点

で
申
請
し
、
医
療
機
関
か
ら
の
請

求
に
基
づ
き
市
が
医
療
機
関
に
対

し
て
支
払
う
が
差
額
が
あ
れ
ば
本

人
に
支
払
う
こ
と
に
な
る
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
77
号　

平
成
21
年
度
南
相

馬
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

討
論
で
は
議
案
第
74
号
に
基
づ

く
補
正
予
算
で
あ
る
と
の
理
由
で

反
対
・
賛
成
の
討
論
が
あ
っ
た
。

採
決
の
結
果
、
本
案
は
原
案
の
通

り
可
決
。

議
案
第
76
号　

南
相
馬
市
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
お
だ

か
の
概
要
は
。

答　

弁　

木
造
平
屋
建
て
総
事

業
費
は
１
億
７
千
700
万
円
で
、
補

助
金
１
千
500
万
円
と
自
己
資
金

１
億
６
千
200
万
円
で
す
。

質　

疑　

今
後
の
施
設
整
備
は
。

答　

弁　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ

い
て
は
、
各
中
学
校
区
に
一
つ
の

考
え
で
あ
る
。

質　

疑　

300
人
の
入
所
待
ち
の
内

訳
は
。

答　

弁　

250
人
に
つ
い
て
は
老
健

施
設
や
病
院
に
入
っ
て
い
る
。
緊

急
時
に
は
対
応
で
き
る
計
画
に

な
っ
て
い
る
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

受理
番号 件　名 請願・陳情者氏名 議決

状況

請願
３

「協同労働
の協同組合
法」の速や
かな制定を
求める意見
書の提出に
ついて

日本労働者協同
組合連合会セン
ター事業団東北
事業本部
南東北エリアマ
ネージャー
春山　映美

採
択

陳情
１

国直轄事業
負担金に係
る意見書の
提出につい
て

門馬　学 採
択

○請願・陳情の提出をされる方へ
　 次回の９月定例会においては、９月２
日㈬午後４時までに提出してくださ
い。

採択された請願・陳情
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一般質問
質問順に掲載しています。
また、内容は紙面の都合で要約しています。

６月15日・16日・17日

○
市
立
病
院
の
医
師
確
保
は

問　

医
師
不
足
の
問
題
は
、
地
域

医
療
の
崩
壊
に
つ
な
が
り
、
政
治

的
な
大
き
な
誤
り
で
あ
る
。

　

本
市
に
お
い
て
、
命
と
健
康
を

守
り
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域

の
構
築
に
当
た
っ
て
は
医
師
の
確

保
は
最
重
要
課
題
で
す
。
そ
の
取

り
組
み
状
況
は
。

答　

常
勤
医
師
の
確
保
は
、県
や
、

県
立
医
大
、
東
北
大
学
、
東
邦
大

学
等
へ
の
医
師
派
遣
要
請
活
動
を

は
じ
め
、
医
師
紹
介
業
者
な
ど
を

通
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

各
大
学
医
局
と
し
て
も
派
遣
が

困
難
な
状
況
に
あ
り
、
現
在
市
立

病
院
と
し
て
の
医
師
確
保
は
困
難

な
状
況
で
あ
る
。

○
周
産
期
医
療
の
充
実
と
広
域
的

連
携
に
つ
い
て

問　

安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
を

す
る
上
で
周
産
期
医
療
の
充
実
は

地
域
医
療
を
守
る

病
院
の
取
り
組
み 髙野光二議員

いたくないよ

○
大
甕
産
廃
処
分
場
問
題
に
つ
い
て

問　

会
社
の
現
状
認
識
を
伺
う
。

答　

事
業
者
の
監
査
役
と
し
て
経

営
に
関
っ
て
い
た
弁
護
士
が
不
動

産
会
社
の
脱
税
事
件
に
関
与
し
た

と
し
て
１
月
７
日
に
法
人
税
法
違

反
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。

問　

原
町
共
栄
ク
リ
ー
ン
は
田
堤

た
め
池
な
い
し
太
田
川
か
ら
の
水

利
権
は
も
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　
水
利
権
は
有
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

問　

小
高
区
固
定
資
産
税
の
課
税

誤
り
に
つ
い
て
、先
の
臨
時
議
会
で

市
長
の
給
料
減
額
が
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
た
が
、こ
の
程
度
の
減
給

で
十
分
と
捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

答　

市
長
に
は
懲
戒
に
関
す
る
法
規

定
が
な
く
、
任
命
権
者
と
し
て
の
責

任
を
明
確
に
す
る
減
給
で
あ
る
。

問　

市
民
に
と
っ
て
は
、
市
税
２

千
162
万
円
、
国
保
税
で
１
万
４
千

円
の
歳
入
が
失
わ
れ
、
大
き
な
損

失
だ
が
、ど
の
よ
う
に
補
う
の
か
。

答　

２
千
万
円
を
超
え
る
収
入
の

減
だ
が
、
市
民
福
祉
の
向
上
に
要

し
た
経
費
と
し
て
均
衡
さ
れ
る
。

○
金
場
地
区
大
型
商
業
施
設
の
固

定
資
産
税
未
課
税
に
つ
い
て

問　

課
税
し
な
い
と
し
た
根
拠
は
。

答　

昨
年
11
月
に
県
に
建
物
完
成

の
確
認
依
頼
を
行
い
、
12
月
中
旬

に
県
か
ら
賦
課
期
日
に
完
成
し
な

い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

大 産廃処分場（田堤ため池）

○
公
平
公
正
な
市
政
実
現
に
つ
い
て

問　

財
産
処
分
に
つ
い
て
、
法
定

外
公
共
物
等
で
不
動
産
鑑
定
依
頼

市
長
の
政
治
姿
勢

に
つ
い
て

櫻井勝延議員

公
平
・
公
正
な

税
の
在
り
方
を 小川尚一議員

原高前の大型商業施設

問　

現
状
は
、
ど
う
か
伺
う
。

答　

県
は
、
５
月
25
日
に
商
業
施

の
条
件
が
違
っ
て
い
る
。
市
が
財

産
評
価
す
る
場
合
取
得
後
の
利
用

形
態
を
基
に
し
て
い
る
と
思
う
が

処
分
価
格
の
公
平
性
・
公
正
性
の

在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

価
格
算
定
に
お
い
て
は
鑑
定

依
頼
す
る
目
的
、
不
動
産
鑑
定
を

求
め
る
場
合
は
種
類
、
基
準
日
、

売
払
い
後
の
土
地
利
用
状
況
を
勘

案
し
な
が
ら
価
格
算
定
し
て
い
る
。

問　

開
発
行
為
に
お
い
て
金
場
地

区
で
は
（
市
有
地
の
）
使
用
料
が

売
却
価
格
に
含
ま
れ
、
大
甕
田
堤

の
開
発
で
は
無
償
で
供
用
で
き
る

と
。
公
平
性
・
公
正
性
が
担
保
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

ど
の
開
発
に
つ
い
て
も
同
じ

対
応
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
な
お
、
使
用
料
の
部
分
に
つ

い
て
は
現
在
係
争
中
と
い
う
こ
と

で
、
深
く
突
っ
込
ん
だ
部
分
に
つ

い
て
は
控
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

大
変
重
要
で
あ
る
。
中
核
的
病
院

と
し
て
の
総
合
病
院
の
計
画
は
。

答　

限
ら
れ
た
医
療
資
源
の
中
、

周
産
期
医
療
シ
ス
テ
ム
を
設
置

し
、
周
産
期
医
療
協
力
施
設
と
し

て
、
公
立
相
馬
総
合
病
院
と
県
立

医
大
付
属
病
院
と
の
連
携
を
し
、

当
面
対
策
を
図
っ
て
い
る
。

設
全
棟
の
調
査
を
行
い
、
商
業
施

設
１
棟
と
給
油
所
は
、
平
成
20
年

中
に
工
事
が
完
了
し
て
い
た
と
６

月
11
日
付
け
で
通
知
が
あ
っ
た
。

問　

完
成
日
時
は
、い
つ
か
伺
う
。

答　

商
業
施
設
は
12
月
24
日
、
給

油
所
は
、
11
月
１
日
で
あ
る
。

問　

今
後
の
対
応
を
伺
う
。

答　

税
法
に
基
づ
き
今
年
度
課
税

す
る
。




